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流山市の安心安全な市街地整備の推進

（第７回変更）

平 成 ２ ７ 年 １ ２ 月 ２ １ 日

千 葉 県 流 山 市



平成26年12月1日

1 流山市の安心安全な市街地整備の推進
平成２４年度　～　平成２８年度　（５年間） 流山市

・公園緑地における一時避難場所の拡充　面積86.0ha（H24当初）から面積88.5ha（H28末）に増加
・体育館の利用人数の増加　126千人／年（H24当初）から196千人／年（H28末）に増加
・市民の安心安全に関する満足度の増加

（H24当初） （H26末） （H28末）
平成２４年度当初の公園緑地面積に平成２８年度末に確保する都市緑地面積の積上げで最終目標値とする。

体育館の利用人数が増加する。

市民の安心安全に関する満足度

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H24 H25 H26 H27 H28

1-A-3 都市再生 一般 流山市 直接 流山市 流山市 3,496

1-A-4 土地区画整理 一般 流山市 間接 都市再生機構 流山市 1,080

合計 4,576

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

合計 0

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H24 H25 H26 H27 H28

1-C-1 都市再生 一般 流山市 直接 小中学校併設校用地取得事業 小中学校併設校用地取得 2,066
1-C-2 都市再生 一般 流山市 直接 流山市 通学路防犯灯設置事業 通学路に防犯灯を設置する。 10

合計 2,076

番号 備考

1-C-1 都市再生整備計画事業とあわせて、小中併設校を防災拠点として整備することで、人口が急増するつくばエクスプレス沿線地区内での防災対応力が向上する。

1-C-2 都市再生整備計画事業とあわせて、通学路防犯灯を設置することで、人口が急増する地区内における児童・生徒の安全や市民の快適な暮らしの確保が図れる。

番号 事業者 要素となる事業名 事業内容
市町村名

港湾・地区名

事業実施期間（年度）

一体的に実施することにより期待される効果

一体的に実施することにより期待される効果

流山市 流山市

全体事業費
（百万円）

全体事業費
（百万円）

流山市

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

市町村名
（延長・面積等）

つくばエクスプレス沿線地区都市再生整備計画事業 小中併設校･地域交流センター整備等　774.8ha

新市街地地区一体型特定土地区画整理事業 盛土造成工事、道路築造工事等　285.8ha

0 百万円 Ｃ 2,076全体事業費
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
6,652 百万円 Ａ 4,576

126千人／年 196千人／年

45.6% 59.2%

事業者
要素となる事業名

市町村名

効果促進事業費の割合
31.2%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
百万円

全体事業費
（百万円）（事業箇所）

交付対象事業

百万円 Ｂ

86.0ha 88.5ha

・安心安全な市街地の整備を推進するため、一時避難場所の確保を拡充するとともに、公園緑地施設の整備を推進する。
・人口増加に対応した防災施設、暮らし、コミュニティ、環境に配慮した施設整備等により、安心安全で快適な市街地整備を推進する。

社会資本総合整備計画（市街地整備）
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値



（参考図面）市街地整備

計画の名称 1 流山市の安心安全な市街地整備の推進

計画の期間 平成24年度　～　平成28年度　（5年間） 交付対象 流山市

松戸市

１－Ｃ－１

小中併設校用地取得事業

常磐道流山IC

三郷市

１－Ａ－３

つくばエクスプレス沿線地区
都市再生整備計画事業

柏市

野田市

１－Ｃ－２

通学路防犯灯設置事業

１－Ａ－４ 市街地整備事業

（都市再生区画整理）

東武野田線


